
‐1‐ 

第３回懇談会開催概要 

・開催日時：平成 30 年６月 23 日(土)   

午前 10 時～11 時 40 分  

・場   所：いずみホール（Ｂホール）  

・参 加 者：28 名  

・内   容：ワークショップ  

「人が中心の都市デザインを考えよう」歩いて楽しいまち，人

中心の駅前広場の具体的アイデアなど  

■意見概要  

【地区内道路について】 
●地区外からの自転車・歩

行者は，武蔵野線脇の道

路を通っている。車もス

ピ ー ド を 出 し て 走 っ て

いるので，安全のために

少 し 広 げ て も 良 い の で

はないか。  

● 市 民 農 園 の あ た り か ら

駅 に 至 る ル ー ト に 歩 行

者，自転車，保育園児が

非常に多い。園児と自転

車・自動車が接触しそう

なこともある。  

● 何 を す る に し て も 具 体

的 に 道 路 が で き な い と

何も話 が進 まな いの で，

道 路 を 整 備 す る こ と が

最優先。  

 

【人中心の駅前広場（駅前の歩行者空間）について】  
●ライブや歌舞伎・落語や，近くの畑で採れた野菜を販売するなど，色々な

方々が楽しめるイベントができる空間がよい。ガチっとしつらえてしまう

のではなく，そういった空間をつくっておくことが重要。  

●広場にテラス席を配置できたりするなど，広場の周りで商売をしている方

など，みんなが積極的に関われるような広場ができたら良い。  

●西国分寺は近くに武蔵国分寺公園があるので，駅前広場は，緑を敷くなど

公園のような雰囲気がいいのではないか。南池袋公園は地上が公園とカフ

ェ，地下に駐輪場があり，公園のマネジメント手法についても参考になる。  

●車椅子などにも配慮して，駅からバリアフリーで広場の空間を行き来でき

るようなつくり方が重要。  

●東側や南口の駅前広場との連携も考えてみてはどうか。  

資料１  

コ ミ ュニ テ ィ の エ リ ア :外 部 か らの 通 過 交 通 が 少な い ，地

域 住 民の 利 用 が 主 で ある エ リ ア。 
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・歩道橋があるため自転車が入りにくい。 

地区内道路等について 
◇地区内道路の骨格は，昭和 54 年の基本構想を念頭に置くべきだが，幅員については，必ずしも当時と同規模

のものが必要とは限らない。 

◇住宅地としては，一定の幅員を確保しないと地区の資産価値が上がらないと思われるので，必要な路線は優先

的に整備する必要がある。 

◇夜間は暗い（防犯上の歩行者通行の安全性が確保できていない）など，全体的に危ない。 

◇自動車より，自転車の方が減速せずに通行していて危険である。子どもと接触することがあるため，自転車の

運転マナーの啓蒙活動が必要である。 

◇保育園が多いのが地区の特徴である。このため，子ども（園児）や送迎の通行が多い。 

◇スマートフォンを操作しながら歩いていたり，自転車に乗ったりする人が多くて，危険を感じる。 

◇府中街道沿いに最近できたスーパーに行く人の流れができている。 

◇緊急車両の通行が困難である。 

その他 
○宅地の中に畑があるのが魅力である。 

○公園が小さいので，人がいるのをあまり見かけない。 

・北側の地域からの進入が多い箇所。 

・新府中街道西側からの徒歩，自転車の主なルート。 

・起伏がないため，自転車の通行が多いルート。 

西国分寺駅前 歩行者空間のイメージ 
 

＜どんな使い方がよいか？＞ 
■地区内にはない防災拠点としての機能は必要。 

■歩行者専用の広場空間がよい。 

■南口側は人が憩う場所や集まる場所がないので，北口は人が滞留する空間にし

たい。 

■人が集まるイベントなど，多目的に使える広場や，ライブハウスやステージ，

歌舞伎，落語などのいろいろな方が楽しめる空間がよい。 

■歩行者空間をイベントに活用するのもよいが，使い方によっては住民や駅利用

者にとって邪魔になる場合がある。→通勤で御徒町駅を利用しているが，おか

ちまちパンダ広場のスケートリンクは通勤の際に迷惑になる場合もある。 

■駅に近い場所を歩行者広場にし，北側の少し離れた場所に駐輪場やロータリー

をつくる。 

■雨に濡れない歩行者動線を確保する。（南口広場は雨に濡れる場所が２か所あ

る） 

■南池袋公園のように，カフェ等の運営により収益をあげ，それを管理やイベン

ト等にあてられる仕組みをつくれればよいのではないか。 

■緑地広場などで盆踊り，農園の野菜をまとまって販売する地域の市などのイベ

ントを実施する。 

■今ある商店と駅前広場を共存させ，商店や店舗などが利用していけるようにす

る。 

 

＜どんなしつらえがよいか？＞ 
■地区内に緑も多いので，西国分寺駅前にも緑のある広場がふさわしいのではな

いか。 

■武蔵野線のホーム，電車内から見えて，降りてみようと思える魅力的な景観に

する。 

■武蔵野線から直接出られるように，ホームと同じ高さの２階を広場，１階を店

舗などにする。 

■地下は，交通広場や駐車場とし地上を歩行者の空間として整備する。 

■人中心を前提とし，駅前へ入って来る一般車は制限するが，駅前へアクセスす

る公共交通（コミュニティバス）が入れるスペースは必要である。 

■自転車利用者も多く駐輪場は必要なので，南池袋公園のように地上は公園で，

地下に駐輪場をつくってはどうか。地下を駐輪場やロータリーにして利用すれ

ば，地上はいろいろなことに利用できる。自転車も駅近くに駐輪できる。 

■ベンチを置くだけではなく，駅前で買ったものをテイクアウトし，駅前広場で

食べるなど人が留まれる空間にする。 

■にぎわいの中心となる広場があり，その周りに広場を見渡せるような商業施設

を配置していく。 

■床から水やミストなどが出る仕掛けをつくる。 

 

＜その他＞ 
■駅前広場の北側の道路を整備する。 

■先に駅前広場の整備計画（規模・機能配置など）を示して意見交換をすべきで

ある。 

■現状の月極駐車場，駐輪場を活用，あるいは駅前に社宅を持つ大手企業と連携

しながら，駅前の整備を進めていく必要がある。 

■鉄道事業者や駅前に社宅を持つ企業等の意向を踏まえた計画が必要ではない

か。 

■地上と地下の空間をつくり，それぞれフラットにすることで，段差をなくして

駅からバリアフリーで広場や周辺の施設にアクセスできる動線を確保する。

（エレベータの設置など） 

■南の武蔵国分寺公園，北の駅前広場というように緑の連続をつくる。 

■起伏が多い地形を利用する。 

・北側の市民プール方面へ。 

・道路か整備されたため，ここでの横

断ができなくなった。 

・当地区より北側の居住者やＸ山，市民プールに行く人な

どで，自転車の利用が多いエリア。 

・渋滞が発生する。 

・最近オープンしたスーパーで，地区内か

らの人の流れがあり、たくさんの人が利

用している。 

・駅に向かう自転車や，駐車場利用車両の走行速度が

高く危険なエリア。 

・駅北側に立地する企業の社宅あたりまでを駅前空間

として考える。 

・線路沿いを散歩する人が多い。 

・歩道橋あり。 

・地区の北側で，第九小方面から西国分寺駅方面へ行

く人が主に使うルート。 

・車が多く，直線でスピードを出すので歩行者が危な

いルート。 

・府中街道では，歩道を自転車が走行して危

険である。 

・地区内からの利用者も多いスーパー。 

・信号及び横断歩道あり。 

・歩行者の主要な動線上に信号交差点がないことから，

歩行者の無理な横断が発生する箇所。 

・道路が狭い箇所。 

・歩行者の主要な動線上に信号交差点がないことか

ら，歩行者の無理な横断が発生する箇所。 

・園児の遊び場になっている。 

・信号及び横断歩道あり。 

・車が通らないので，子供の自転車の練習などに使

える。 

・園児の遊び場（園児散歩コースとして利用されている）。 

・マンションの開発道路は道が比較的広く，歩きやすいエリ

アとなっている。 

・自動車の通過交通を防ぐために，今の道路のつくりのまま

でよい。 

・保育園があり，通園の歩行者が多いエリア。 

・通行規制がなくなる 8：30 以降の自動車流入が危険。 

・この辺りに通り抜け道路があると，西国分寺駅方面

に行くのに便利。 

・交通機能は必要最低限のものでよい（交

通機能は地下に設ける）。 

・駅前に緊急車両の進入路がない。 

・南北の通り抜け道路が必要である。 

・防災性の向上が必要なエリア（ただし，今の雰囲気は残した方

がいい）。 

・再開発を行うには，駅前の権利者の合意が必要である。 

・火事等の際に消防車が入れず危険なエリア。 

・以前，ぼや騒ぎがあった。 

・歩行者が多く自転車は走りにくいルート。 

・広場になりうる可能性があるのではないか。 

・通過交通も少なく，車で駅を利用する人も限られる

ので，そのような背景も踏まえた上で，駅前広場の

規模の検討が必要である。 

・地区内は緑が多いことが魅力的なので，

広場の周辺には国分寺駅前のような高

層ビルは必要ない。 

・市内の大企業の送迎バスの発着所になっており，大勢の従業員が乗り降りし

ているのを見かけるが，北口方面へ来る人はいないので，北口だけでなく，

東側や南口等と連携して考えていくべきである。 

・車止めがあるため自動車が入って来ず，自転車が

通行しやすい。 

・狭い上に，曲がっていて見通しが悪く，必要最低限の拡幅

が必要である。 

・道路が狭く，保育園児の通行，東西方向へ車の通り抜けが

あり，車と人のすれ違いも困難で危険なルート。 

・ループ道路になっており，外から来る人は入

って来ないエリア。 

■グループワークの成果 

 

・信号及び横断歩道あり。 

・道が細いので歩行者は安全 

園児が多いエリア 

コミュニティのエリア 
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